
  

雇もれびの会の歩みと
これから

　

平成 25年（ 2013年） 3月



  

障がい者雇用の高まり



  

雇もれびの意義



  

会のはじまり

●平成21年3月（ 2009 ）発足

●就労インタビュー、語る会（デイケア内）

●MHCの中村氏からのサポート



  

福智先生のスポンサー　H22年5月（2010）

● こもれびマガジン第一号発刊
● 7月ジーフット社からスポンサー
● 8月マガジン第二号発行
● 8月公式ホームぺージ、ブログ開設



  

福智先生からの応援
● 寸心で愛知障害者職業センターの講演
会

● なごやボランティアNPOセンターからサ
ポート

● 11月　なごや就業・生活センター見学、
取材



  

H23年1月（2011）

● ジーフットブログ事件
● 働く広場、ゆうゆう、こころの元気＋に掲
載される

● ウイングル柴山氏からサポート
● ワーカーズコープからサポート



  

取材風景



  

助成金受ける

● （２３年１月）大和証券福祉財団の助成
金（３０万円）

● マガジン第4号発行
● 4月モリコロ基金から助成金受ける
● 語る会、定期的継続的に開催
● マガジン第5号発行
● マガジン増刊号発行
● 12月なごやボランティアNPOセンター情
報誌cacanaに掲載される



  

語る会の風景



  

モリコロ基金

● （H24年4月）モリコロ基金から二回目の
助成金受ける

● 5月　マガジン第9号発行
● 7月　こもれび・ぎふ（ひきこもり支援）の
　白木さんを訪ねる



  

ワーカーズコープ名古屋

● 8月ワーカーズコープのアートリーフ風
花オープン

● 風花を語る会の会場として利用開始
● H25年2月新生館スポンサー



  

ワーカーズコープで講演



  

取材風景



  

会の運営

● 役員すべて、無報酬、実費のみ支給、
● 自分たちで封入、投函
● ブログ活性化運動



  

ブログ事件

● 目的　勇気づける＞＞発信することが
使命。

● ブログとの関わり



  

自助会の適正規模

● 10人以内か
●純粋なボランティア、聞き取り
●記述者、
●印刷＆封入業者との交渉（渉外）、
●既存NPOとの連携、場所を借りる
●会場、オフィス



  

ホットな話題

●ブログ原稿募集、続々と集まる、
●自己評価、語る会前後の就労体験
談、

●自助会巡り、



  

SYOと「ボラみみ」

●自助会同士のつながり
●ボランティア募集



  

資金面での課題

●最近になって封入業者を利用
●郵送停止、
●スポンサー、助成金集め、会費、
●寄付、



  

会費徴収

●仕事の分担と謝礼を規定。
●仕事の割り振り、分担制が進める
●立候補、
●会員の定着と新人による活性化



  

著作権とボランティアの発信

●マガジン記事として掲載されたもの
の再掲。

●人脈、他団との関わり、

イベント紹介、他団の名前、
●人物の写真



  

雇もれびの「これから」

● 情報発信を進める。
● 分担制を進める。
● 会費を徴収して役割に応じた謝礼を。
● 郵送配布は縮小。
● 他自助会との連携。
● ブログを充実させる。
● マガジンはブログから抜粋。



  

まとめ

●「働く」を勇気づけるため
に情報発信。

●H21年から活動開始。
●H25年4月から会費徴収。
●会費は情報発信に使う。
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